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斎

藤

茂

吉

は

、

大

正

六

年

十

二

月

か

ら

同

十

年

三

月

ま

で

の

三

年

余

り

、

長

崎

医

専

の

教

授

と

し

て

長

崎

に

在

住

し

た

。 

右

の

歌

は

、

第

二

歌

集

『

あ

ら

た

ま

』

の

最

後

を

飾

る

名

歌

で

あ

り

、

長

崎

で

の

生

活

の

第

一

歩

を

踏

み

出

す

心

境

が

伝

わ

っ

て

く

る

。

長

崎

市

の

桜

町

公

園

に

は

こ

の

歌

の

碑

が

建

立

さ

れ

て

い

る

。 

長

崎

市

内

に

は

、

興

福

寺

に

も

次

の

茂

吉

歌

碑

が

あ

る

。 

 

長

崎

の

昼

し

づ

か

な

る

唐

寺

や 

思

ひ

い

づ

れ

ば

白

き

さ

る

す

べ

り

の

花 

 

ま

た

、

雲

仙

市

小

浜

町

の

夕

陽

の

広

場

に

も

歌

碑

が

あ

る

。

 

こ

こ

に

来

て

落

日

を

見

る

を

常

と

せ

り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海

の

落

日

も

忘

れ

ざ

る

べ

し 


